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Abstract
　An endangered species of orchid Herminium 
lanceum (Thunb. ex Sw.) Vuijk was reported for the 
first time on Kuchinoshima Island, Tokara Islands, 
Kagoshima Prefecture, Japan, based on photographic 
evidence. Previously, in the Tokara Islands, this 
species was known only from the is lands of 
Nakanoshima, Gajajima, Suwanosejima, Tairajima, 
and Akusekijima. The individuals were found in 
narrow grass strips between thickets of Pleioblastus 
linearis and a hiking trail. Maintenance of this 
environment may be important for the survival of this 
population.

はじめに
　ムカゴソウ（Herminium lanceum (Thunb. ex Sw.) 

Vuijk）は，亜寒帯から熱帯のアジア地域，ニュー
ギニアにかけて広域に分布するラン科植物である
（遊川，2015; Raskoti et al., 2017）．日本国内では
北海道西南部から琉球まで分布し（遊川，2015），
鹿児島県内では本土部から沖永良部島まで広く分
布することが知られている（鈴木ほか，2022）．
しかしながら，トカラ列島を構成する 12の島の
うち，本種の分布は中之島，臥蛇島，諏訪之瀬島，
平島，悪石島でしか確認されていない（木戸，
2014；志内＆堀田，2015；鈴木ほか，2022）．ト
カラ列島は生物地理区の移行帯にあたり（Komaki, 

2021），植物地理学的にも注目されてきた地域で
ある（Nakamura et al., 2009; Kubota et al., 2011；志
内＆堀田，2015）．トカラ列島における植物の分

布パターンを理解するうえでは，トカラ列島に分
布限界を有する種だけでなく，ムカゴソウのよう
に本地域を超えて分布する種の分布情報も重要で
ある．また，本種は環境省レッドリストにおいて
絶滅危惧 IB類（EN）（環境省，2020）に，また
鹿児島県レッドデータブックにおいても準絶滅危
惧種に選定されている（鹿児島県，2016）．トカ
ラ列島における本種の詳細な分布情報や，それぞ
れの個体群の生育環境を把握することは，保全の
観点からも重要である．著者らは旅行中に , これ
までムカゴソウの記録がなかったトカラ列島口之
島において本種を発見したため，ここに報告する．

観察記録
著者らは 2023年 3月 24日に，フリイ岳の登

山口周辺の標高 140 m付近の斜面に数十個体，お
よびそこから北に延びる登山道沿いに標高 165 m

付近まで点々と十数個体のムカゴソウ属植物が生
育していることを発見した（Fig. 1）．この植物は，
3枚程度の広線形の葉をつけた茎を直立させ，花
茎の上部に淡緑色の花を密につけていた（Fig. 

1A）．唇弁は中部で 3裂し，側裂片が線形に長く
中裂片がはなはだ短かった（Fig. 1B）．これらの
形態的特徴より，この植物はムカゴソウと同定さ
れた．口之島におけるムカゴソウの生育環境は，
リュウキュウチク（Pleioblastus linearis (Hack.) 

Nakai）の叢生地と歩道との間のごく狭い面積の
草地であった（Fig. 1C）．確認した個体のほとん

写真に基づくトカラ列島口之島におけるムカゴソウの初記録
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どで外見上の傷や病徴はなく，ほぼすべての個体
で開花が確認できたことから，個体群として健全
な状態であると考えられた．なお，十島村では条
例により，環境保全地域の特別区における植物の
採取および無許可での自生植物等の村外への持ち
出しが禁止されている．著者は訪問時に採集許可
を得ていなかったため，ムカゴソウの証拠標本の
採集は行わず，写真撮影による記録のみ行った．

考　察
本報告では写真記録に基づき口之島から初め

てムカゴソウを報告した．この報告は，トカラ列
島における植物の分布パターンの解析やムカゴソ
ウに関する系統地理学的研究の基盤となる情報を
提供するものである．一方で，口之島でムカゴソ
ウが見つかったのは人目に触れやすい道脇であっ
たことから，本種の記録がないトカラ列島の他の

Fig. 1. Herminium lanceum (Thunb. ex Sw.) Vuijk. A, flowering plant; B, inflorescence; C, habitat. Photos taken in Kuchinoshima Island on 
24–25 Mar. 2023.
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島においても調査が進めば，新産地が発見される
可能性がある．今後，本種の分布状況を効率的か
つ正確に把握するためには，島内の草地環境を指
標とした調査や，開花期である春の踏査を実施す
ることが望ましい．また，今後の分布調査におい
ては，証拠標本に基づいて産地を記録するために，
口之島産のムカゴソウについて最小限の標本を採
集することも重要である．こうした調査により，
トカラ列島におけるムカゴソウの分布パターン，
産地数や個体数を解明していくことは，本種の保
全上も意義があると考えられる． 

今回，著者らがムカゴソウの生育を確認した
地点は，リュウキュウチク林に隣接し，人の踏圧
を受けない登山道沿いの草地であった．本種の典
型的な生育環境は湿った草地であり（遊川，
2015），環境省レッドデータブックにおける本種
の危険性の主要因上位 3項目のなかには自然遷移
および管理放棄があげられている（環境省，
2015）．今回発見された口之島における生育地も，
人為的な刈り払いによって草地が維持されなけれ
ば，リュウキュウチクによって急速に被陰されて
しまう．今回発見されたこの個体群が存続するた
めには，こうした草地環境を人工的に維持するこ
とが重要であると考えられる．
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